
ＬＮＧバンカリング事業について 

2019年2月7日 
横浜川崎国際港湾（株）代表取締役社長 

諸岡 正道 



◆横浜川崎国際港湾（ＹＫＩＰ）会社概要 

１．設立日 
  2016年1月12日 
 
２．株主構成 
  国、横浜市、川崎市、株式会社三井住友銀行 
 
３．事業内容 
  横浜港・川崎港のコンテナターミナルの管理運営 
  外航クルーズ船の誘致 
  LNGバンカリング事業の推進 



◆ ＬＮＧバンカリング拠点としての横浜港の優位性 

North America 
Central America 
South America 

Europe Port of Vancouver 
European ports 

Port of Yokohama 

北米航路におけるアジア側の最初または最後の
バンカリング拠点となる地理的優位性がある 



◆ ＬＮＧバンカリング拠点としての横浜港の優位性 

近隣のＬＮＧ関連施設が充実している 



2015年8月よりＬＮＧ燃料船「魁」の運航により、
Truck to Ship バンカリングのノウハウが蓄積 



◆ ＹＫＩＰ及び横浜港における取組み 

横浜港ＬＮＧバンカリング拠点整備方策検討会への参画（2016年） 
 ・事務局は国土交通省港湾局 
 ・ＹＫＩＰ、東京ガス、日本郵船、横浜市、関係省庁等が参画 
 
ＬＮＧバンカリングを促進するための国際的な港湾間協力に関する覚書の締結
（2016年～） 

 ・欧州、北米、アジアの港湾を含む12者が署名 
 ・日本は国土交通省港湾局が署名  
  
船舶のＬＮＧ燃料化を推進する国際団体である「SEA＼LNG」及び「SGMF」へ
加入（2017年～） 

 



IAPH（国際港湾協会）のＬＮＧ燃料部会に参画し、「LNGバンカリング事業
者の安全操業のためのガイドライン」を策定（2018年） 

国際海事機関（IMO）の海洋環境保護委員会において第73回会合において横
浜港の取組を発表（2018年） 

ＹＫＩＰ、住友商事（株）、上野トランステック（株）による合弁会社の設立
（2018年11月） 

 ・会社名 エコバンカーシッピング株式会社 
 ・国土交通省による補助事業を活用してＬＮＧバンカリング船を建造 
 ・２０２０年度内に東京湾におけるＬＮＧバンカリング事業の開始を目指す 
 
  ※国土交通省によるＬＮＧバンカリング拠点の形成のための補助事業（2018年度～） 
   ・補助対象 ＬＮＧを燃料とする船舶への燃料供給の用に供する船舶等 
   ・補助率  １／３ 

◆ ＹＫＩＰ及び横浜港における取組み 



ご清聴ありがとうございました 
 

Endeavors to be continued…. 
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